
① 
 判

例
︵
の
よ
う
な
も
の
︶ 

 
・
フ
ン
ト
は
基
本
１
０
・
５
と
し
ま
し
た
が
︑
必
要
に
応
じ
て
変
え
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
︒ 

 

・
基
本
的
な
表
記
は
原
資
料
と
同
じ
く
旧
字
体
・
旧
仮
名
遣
い
と
し
て
い
ま
す
︒ 

 

・﹁
※
﹂
が
つ
い
て
い
る
括
弧
は
そ
の
漢
字
の
読
み
で
︑
私
が
挿
⼊
し
ま
し
た
︒ 

 

・
２
ペ
ジ
⽬
と
８
ペ
ジ
⽬
に
あ
る
⾚
⾊
の
四
⾓
︵
□
︶
は
︑
⽂
字
が
か
す
れ
て
⾒
え
な
か
た
と
こ
ろ
で
す
︒ 

 

・
２
ペ
ジ
⽬
か
ら
８
ペ
ジ
に
あ
る
太
い
⿊
線
の
右
側
ま
で
が
原
資
料
の
上
部
︑⿊
線
の
左
側
か
ら
最
後
ま
で
が
原
資
料

の
下
部
に
な
り
ま
す
︒ 

                            



② 
 

震
災
後
の
⼀
年
間 

 

震
⽕
災
の
甚
し
か
つ
た
東 

京
深
川
⽅
⾯
の
復
活 

状
態
を
空
中
よ 

り
寫
し
た 

も
の 

 

此
の
⾯
挿 

⼊
の
復
興
寫 

眞
は
全
部
去
る 

⼋
⽉
末
に
本
社
の 

特
派
員
が
出
張
撮
影 

せ
る
も
の
に
係
る 

 

新
ら
し
く
⽣
き
ん
と
す
る
帝
都 

⼀
瞬
の
間
に
百
億
の
富
を
焼
き
⼗
萬
の
⽣
靈
を
奪
つ
た
︑
⼤
正
⼗
⼆
年
九
⽉
⼀
⽇
午
前
⼗
⼀ 

時
五
⼗
⼋
分
四
⼗
五
秒
の
⼤
地
震―

そ
れ
か
ら
恰
度
︵
※
ち
う
ど
︶
⼀
年
に
な
る
︒
地
球
は
グ
ル
リ
と
⼀ 

公
轉
し
て
荒
さ
れ
た
關
東
の
天
地
も
あ
ら
た
ま
つ
た
︒
灰
燼
は
整
理
さ
れ
焼
跡
に
は
バ
ラ
ツ 

ク
が
稠
密
︵
※
ち
う
み
つ
︶
し
賑
か
な
銀
座
の
街
頭
は
美
し
い
⼈
の
ゆ
き
ゝ
で
滿
さ
れ
て
ゐ
る
︒
過
去
⼀
年
間 

に
集
積
さ
れ
た
⼈
間
の
⼒
は
︑
と
に
も
⾓
に
も
焦
⼟
の
帝
都
に
新
⽣
命
を
吹
き
こ
ん
だ
︒ 

 

⼤
變
だ
つ
た
灰
燼
の
整
理 

総
坪
數
⼆
⼗
萬
坪
︑
焼
失
區
域
の
灰
燼
整
理
の
⽅
法
と
し
て
整
理
班
を
三
つ
に
分
ち
第
⼀
班 

は
⽇
本
橋
︑
京
橋
︑
本
所
︑
深
川
⽅
⾯
︑
第
⼆
班
は
下
⾕
︑
⾚
坂
︑
淺
草
︑
本
郷
︑
⼩
⽯
川
︑
神
⽥
︑
第 

三
班
は
麹
町
︑
芝
︑
⾚
坂
⽅
⾯
︒
去
年
の
九
⽉
⼆
⼗
七
⽇
よ
り
⼗
⼀
⽉
⼗
五
⽇
ま
で
は
市
の
直 

營
で
運
搬
に
従
事
し
た
︒
灰
燼
は
焼
跡
附
近
の
適
當
な
河
岸
や
路
傍
に
搬
出
し
更
に
船
舶
︑
⾺ 

⾞
⾃
動
⾞
︑
⼿
⾞
等
で
京
橋
附
近
は
本
湊
町
□
⼗
⼀
番
地
先
よ
り
同
區
明
⽯
町
⼆
⼗
三
番
地 

に
到
る
河
川
⼜
は
低
地
の
埋
⽴
に
使
ひ
そ
の
他
は
本
所
深
川
へ
船
で
運
ん
だ
︒
⼗
⼀
⽉
⼗
五 

⽇
以
後
は
之
を
請
負
の
⼿
に
渡
し
た
が
其
整
理
費
五
百
萬
圓
使
⽤
⼈
員
延
數
⼆
⼗
萬
⼈
本
所 

深
川
⽅
⾯
へ
搬
出
さ
れ
た
灰
燼
は
約
⼗
萬
坪
全
部
の
整
理
に
今
年
の
六
⽉
迄
か
ゝ
つ
た
︒ 

 

ど
れ
だ
け
焼
跡
へ
歸
つ
た
か 

郊
外
の
安
全
地
帯
東
北
︑
關
⻄
⽅
⾯
に
落
ち
延
び
た
罹
災
者
も
⽇
の
經
る
に
従
つ
て
復
歸
し 

て
︑
今
年
の
六
⽉
末
⽇
ま
で
に
復
歸
し
た
罹
災
者
數
は
警
視
廰
七
⽉
⼀
⽇
現
在
の
調
査
に
よ 

る
と 

 

區
名 

 
 

⼾
數 

 
 

⼈
員 

 
 

 

區
名 

 

⼾
數 

 
 

 

⼈
員 

 
 

區
名 

 
 

⼾
數 

 
 

⼈
員 

麹
町 

 
 

三
〇
〇
七 

 

⼀
五
五
九
九 

 
 

神
⽥ 

⼀
⼋
⼆
七
六 

 

九
⼆
〇
〇
〇 

 
 

⿇
布 

 
 

 
 

 

七 
 

 
 

 

四
〇 



③ 
 ⾚

坂 
 

 
 

⼋
⼋
⼋ 

 
 

四
⼆
五
⼋ 

 
 

四
⾕ 

 
 

三
〇
⼀ 

 
 

⼀
⼀
六
七 

 
 

⽇
本
橋 

⼀
四
九
⼀
九 

 

⼋
⼀
〇
⼆
四 

京
橋 

 

⼀
七
七
九
⼆ 

 

⼋
四
四
三
⼋ 

 
 

芝 
 

⼀
〇
〇
〇
⼆ 

 

四
⼋
四
五
⼆ 

 
 

⽜
込 

 
 

 
 

―
 

 
 

 
 

―
 

⼩
⽯
川 

 
 

五
三
〇 

 
 

⼆
四
三
⼆ 

 
 

本
郷 

 

四
⼀
五
九 

 

⼀
五
三
⼀
四 

 
 

下
⾕ 

 

⼀
九
⼀
⼋
五 

 

⼋
七
四
⼋
七 

淺
草 

 
三
九
三
九
五 

⼀
七
五
〇
⼀
⼀ 

 
 

本
所 

三
五
〇
⼋
七 

⼀
四
三
〇
七
四 

 
 

深
川 

 

⼆
五
⼋
七
〇 

⼀
⼀
七
⼆
九
七 

計 

⼀
⼋
九
四
⼀
⼋ 

⼋
六
七
五
九
三 

即
ち
⼗
⼋
萬
九
千
四
百
⼗
⼋
⼾
︑
⼋
⼗
六
萬
七
千
五
百
九
⼗
三
⼈
の
復
歸
者
を
⾒
た
︒ 

 

地
震
前
よ
り
減
つ
た
世
帯
と
⼈ 

震
災
前
の
⼤
正
⼗
⼆
年
七
⽉
⼀
⽇
東
京
市
の
總
世
帯
數
は
四
⼗
四
萬
⼀
千
⼋
百
七
⼗
⼆
︑
⼈ 

⼝
⼆
百
三
萬
六
千
百
卅
六
︑
之
に
對
し
て
現
在
の
總
世
帯
數
は
卅
七
萬
六
千
四
百
⼗
三
︑
⼈ 

⼝
百
七
⼗
四
萬
千
五
百
︑
即
ち
震
災
前
に
⽐
し
現
在
世
帯
數
に
於
て
六
萬
五
千
四
百
五
⼗
九
︑ 

⼈
⼝
に
於
て
⼆
⼗
九
萬
四
千
六
百
三
⼗
六
⼈
減
少
し
て
ゐ
る
︑
其
細
別
は
次
の
通
り
︒ 

 

震
災
前
︵
⼗
⼆
年
六
⽉
末
現
在
︶ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

震
災
後
︵
⼗
三
年
六
⽉
末
現
在
︶ 

世
帯
數 

 
 

 

男 
 

 
 

⼥ 
 

 
 

 

計 
 

 
 

世
帯
數 

 
 

男 
 

 
 

⼥ 
 

 
 

 

計 

麹
町 

 

⼀
〇
三
九
三 

 
 

⼆
⼋
四
七
五 

 

⼆
六
五
〇
七 

 
 

五
四
九
⼋
⼆ 

 
 

 
九
⼋
五
〇 

 

⼆
四
九
七
四 

 

⼆
三
五
⼀
九 

 
 

四
⼋
四
九
三 

神
⽥ 

 

⼆
六
六
⼀
〇 

 
 

⼋
〇
〇
九
⼋ 

 

五
九
四
三
九 

 

⼀
三
九
五
三
七 

 
 

⼆
〇
⼋
〇
三 

 

五
九
三
〇
九 

 

四
三
五
五
⼀ 

 

⼀
〇
⼆
⼋
六
〇 

⽇
本
橋 

⼆
〇
〇
⼋
七 

 
 

六
六
七
六
⼆ 

 

四
九
〇
五
四 

 

⼀
⼀
五
⼋
⼀
六 

 
 

⼀
五
七
⼆
六 

 
五
⼀
五
三
四 

 

三
三
五
三
六 
 

 

⼋
五
〇
七
〇 

京
橋 

 

⼆
七
五
四
六 

 
 

七
⼀
⼆
⼆
七 

 

六
〇
〇
⼋
六 

 

⼀
三
⼀
三
⼀
三 

 
 

⼀
九
⼋
六
六 

 
五
三
〇
三
五 

 

四
〇
七
九
⼋ 

 
 

九
三
⼋
三
三 

芝 
 

 

三
四
六
三
六 

 
 

⼋
⼋
⼆
⼆
⼆ 

 

七
⼋
七
〇
三 

 

⼀
六
六
九
⼆
五 

 
 

三
三
三
〇
五 

 

⼋
五
⼀
三
〇 

 

七
三
七
⼀
⼀ 

 

⼀
五
⼋
⼋
四
⼀ 

⿇
布 

 

⼀
⼋
三
三
四 

 
 

四
⼀
九
三
七 

 

四
〇
五
⼀
三 

 
 

⼋
⼆
四
五
〇 

 
 

⼀
⼋
⼆
⼆
九 

 

四
三
五
七
三 

 
四
⼀
三
三
三 

 
 

⼋
四
九
〇
五 

⾚
坂 

 

⼀
⼀
⼀
五
⼀ 

 
 

⼆
六
五
六
⼋ 

 

⼆
七
⼋
三
五 

 
 

五
四
四
〇
三 

 
 

⼀
⼀
四
⼆
七 

 

⼆
⼋
〇
七
九 

 
⼆
七
⼋
五
三 

 
 

五
五
九
三
⼆ 

四
⾕ 

 

⼀
五
⼆
九
六 

 
 

三
四
三
五
七 

 

三
三
⼆
五
〇 

 
 

六
七
六
〇
七 

 
 

⼀
六
三
⼀
五 

 

三
⼋
〇
⼀
⼆ 

 

三
六
五
〇
五 

 
 

七
四
五
⼀
七 

⽜
込 

 

⼆
五
⼆
六
三 

 
 

五
九
六
〇
⼆ 

 

五
七
⼆
四
⼋ 

 

⼀
⼀
六
⼋
六
〇 

 
 

⼆
六
三
四
四 

 

六
四
⼋
九
四 

 

六
〇
九
五
五 

 
⼀
⼆
五
⼋
四
九 

⼩
⽯
川 

三
〇
九
三
五 

 
 

七
三
⼀
⼆
〇 

 

六
⼋
⼀
九
七 

 

⼀
四
⼀
三
⼀
七 

 
 

三
⼀
九
七
七 

 

七
七
三
⼀
七 

 

七
⼆
⼀
⼀
⼋ 

 
⼀
四
九
三
三
五 

本
郷 

 

⼆
六
⼆
五
三 

 
 

六
三
五
四
⼀ 

 

五
九
七
九
九 

 

⼀
⼆
三
三
四
〇 

 
 

⼆
五
⼋
五
五 

 

六
六
四
四
四 

 

六
〇
九
⼋
九 

 

⼀
⼆
七
四
三
三 

下
⾕ 

 

四
〇
⼋
〇
五 

 
 

九
⼀
九
⼀
七 

 

⼋
⼆
四
⼆
七 

 

⼀
七
四
三
四
四 

 
 

三
六
四
⼆
三 

 

⼋
三
⼆
⼀
⼋ 

 

七
三
〇
四
〇 

 

⼀
五
六
⼆
五
⼋ 

淺
草 

 

五
六
九
〇
⼆ 

 

⼀
⼆
五
⼆
〇
七 

⼀
⼀
六
六
三
⼋ 

 

⼆
四
⼀
⼋
四
五 

   

四
五
三
六
九 

⼀
〇
四
⼋
九
⼋ 

 

九
⼆
九
七
⼀ 

 

⼀
九
七
⼋
六
九 

本
所 

 

五
四
九
⼋
七 

 

⼀
三
⼀
四
⼆
四 

⼀
⼀
⼆
⼋
五
七 

 

⼆
四
四
⼆
⼋
⼀ 

 
 

三
七
三
五
五 

 

⼋
⼋
五
⼀
⼀ 

 

七
〇
九
四
九 

 

⼀
五
九
四
六
〇 

深
川 

 

四
⼆
五
七
四 

 
 

九
四
九
七
九 

 

⼋
六
⼀
⼀
五 
 

⼀
⼋
⼀
〇
九
四 

 
 

⼆
七
五
六
〇 

 

六
五
三
七
七 

 

五
五
三
三
⼀ 

 

⼀
⼆
〇
七
〇
⼀ 

⽔
上 

 
 

 
―

 
 

 
 

 
 

 
 

⼀
六 

 
 

 
  

⼀
六 

 
 

 
   

三
⼆ 

 
 

 
 

 
 

九 
 

 
 

 

⼀
⼋ 

 
 

 
 

⼀
九 

 
 

 
 

 

三
七 

合
計 

四
四
⼀
⼋
七
⼆ 

⼀
〇
七
七
四
五
⼆ 

九
五
⼋
六
⼋
四 

⼆
〇
三
六
⼀
三
六 

 

三
七
六
四
⼀
三 

九
三
四
三
⼆
三 

⼋
〇
七
⼀
⼀
七 

⼀
七
四
⼀
五
〇
〇 

 

芝
の
三
⽥
︑
⾼
輪
⽅
⾯
︑
⿇
布
の
六
本
⽊
︑
⾚
坂
の
⻘
⼭
︑
⽜
込
の
神
樂
坂
︑
早
稲
⽥
⽅
⾯
︑
⼩
⽯ 

川
の
富
坂
︑
⼤
塚
︑
本
郷
の
駒
込
︑
下
⾕
の
⾕
中
に
︑
四
⾕
⽅
⾯
は
震
災
後
却
つ
て
世
帯
數
︑
⼈ 

⼝
共
に
増
加
し
て
ゐ
る
︑
こ
れ
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
罹
災
者
の
集
合
⽣
活
に
よ
る
も
の
で
從 

つ
て
こ
れ
ま
で
⼤
し
た
町
で
も
な
か
つ
た
と
こ
ろ
が
急
に
賑
ひ
出
し
た
り
し
て
ゐ
る
︒
現
に 

澁
⾕
の
百
軒
阪
の
如
き
第
⼆
の
銀
座
を
現
出
し
つ
ゝ
あ
り
︑
⽇
⽐
⾕
公
園
内
も
今
に
バ
ラ
ツ 

ク
街
の
電
燈
煌
々
︑
東
正
⾨
⼊
⼝
か
ら
内
幸
町
ま
で
淺
草
の
中
店
の
如
き
賑
は
し
さ
を
⾒
せ 

て
ゐ
る
︒
し
か
し
こ
れ
は
近
く
追
ひ
拂
は
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
︒ 



④ 
  

交
通
通
信
機
關
は
何
う
な
つ
た 

地
震
と
共
に
帝
都
の
交
通
機
關
は
明
治
初
年
の
昔
に
返
つ
て
荷
⾺
⾞
に
筵
の
幌
か
け
が
乗
合 

⾃
動
⾞
に
代
る
︑
正
に
百
⻤
晝
⾏
の
あ
り
さ
ま
だ
つ
た
が
⼀
年
後
の
今
⽇
で
は
キ
レ
イ
に
復 

舊
し
た
︒
中
に
は
震
災
前
よ
り
遥
か
に
増
加
し
た
も
の
も
あ
る
︒ 

 

⾃
動
⾞ 

 
 

の
如
き
は
震
災
前
四
千
五
百
臺
︑
内
五
百
六
⼗
六
臺
を
燒
い
た
が
︑
復
興 

材
料
の
運
搬
そ
の
他
に
激
増
し
て
三
⽉
末
⽇
ま
で
の
關
税
免
除
期
ま
で
は
⼀
箇
⽉
約
五
百
臺 

づ
ゝ
の
増
加
を
⾒
︑
四
⽉
以
後
は
幾
分
減
少
し
た
が
そ
れ
で
も
約
百
臺
づ
ゝ
の
増
加
︑
現
在 

市
中
の
總
數
は
九
千
七
百
九
⼗
七
臺
︑
そ
の
内
⾃
家
⽤
が
乗
⽤
貨
物
を
合
し
て
七
千
三
百
⼋ 

⼗
四
臺
︑
營
業
⽤
が
⼀
千
四
百
⼗
五
臺
︑
官
公
署
⽤
九
百
九
⼗
⼋
臺
だ
︒ 

 

電
⾞ 

 
 

 

郊
外
は
全
部
震
災
前
と
同
じ
に
な
り
︑
市
内
は
⾞
輛
數
に
於
て
ボ
ギ
⾞
︑ 

單
⾞
を
合
し
て
尚
ほ
⼆
百
六
⼗
臺
減
少
し
て
い
る
が
ボ
ギ
⾞
の
補
充
が
以
前
よ
り
約
五
⼗ 

臺
増
し
て
ゐ
る
か
ら
輸
送
能
率
は
以
前
と
略
︵
※
ほ
ぼ
︶
同
様
に
な
つ
て
ゐ
る
︒
六
⽉
ま
で
の
電
⾞
復
舊 

の
状
態
を
表
に
す
る
と 

震
災
前 

 
 

 

昨
年
九
⽉
末 

 
 

本
年
⼀
⽉
末 

 
 

 

五
⽉
末 

 
 

 
 

六
⽉
末 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

哩
︵
※
マ
イ
ル
︶ 

運
轉  

哩
數 

 
 

  

⼀
⼋
⼆
⼀
九
六 

 
 

 

五
⼆
六
九
六 

 
 

⼀
⼆
六
九
⼆
九 

 
 

 
⼀
六
四
九
五
九 

 
 

⼀
六
六
四
七
九 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

輌 

ボ
ギ

           

⼀
三
三 

 
 

 
 

 

六
四
三 

 
 

 
 

  

⼋
⼀
七 

 
 

 
 

 
⼀
⼀
⼀
九 

 
 

 
 

⼀
⼀
⼋
〇 

單
⾞ 

 
 

 
 

 
 

七
七
三 

 
 

 
 

 

五
〇
三 

 
 

 
 

  

三
七
五 

 
 

 
 

 
 

四
四
五 

 
 

 
 

 

四
六
五 

  

乗
合
⾃
動
⾞ 

 

震
災
後
東
京
の
郡
部
は
⼤
発
展
を
來
し
郊
外
移
住
者
が
増
え
た
の 

で
こ
れ
等
郊
外
移
住
者
を
當
て
込
ん
で
隣
接
町
村
の
乗
合
⾃
動
⾞
營
業
の
出
願
者
多
く
現
在 

で
は
經
營
者
四
⼗
︑
五
⼗
系
統
の
乗
合
⾃
動
⾞
會
社
が
あ
つ
て
臺
數
は
市
の
所
謂
圓
太
郎
四 

百
臺
を
始
め
と
し
て
東
京
市
外
乗
合
⾃
動
⾞
の
⼆
百
臺
そ
の
他
は
⼗
臺
乃
⾄
︵
※
な
い
し
︶
⼆
⼗
臺
を
有
す 

る
ほ
ん
の
⼩
規
模
の
も
の
で
は
あ
る
が
︑
⼋
⽉
中
に
市
の
圓
太
郎
だ
け
で
も
延
⼈
員
百
⼗
⼀
萬 

⼆
千
五
百
⼈
の
乗
客
を
運
ん
で
ゐ
る
︒ 

 

諸
⾞ 

 
 

 

⼈
⼒
⾞
は
ウ
ン
と
焼
け
た
の
と
︑
激
増
し
た
⾃
動
⾞
に
押
さ
れ
て
段
々
影
が 

う
す
く
な
り
現
在
市
内
は
郡
部
を
合
し
て
⼀
萬
七
百
⼋
輛
︑
⾃
轉
⾞
は
激
増
し
警
視
廳
管
内 

で
總
數
三
萬
臺
を
突
破
し
た
︒
荷
⾺
⾞
は
他
府
縣
か
ら
⼊
り
込
ん
で
き
た
數
も
相
當
あ
り
正 

確
な
調
査
は
出
來
て
ゐ
な
い
︒ 

  

⽔
上
交
通 

 

震
災
前
ま
で
は
芝
浦
に
出
⼊
す
る
船
舶
數
が
⼀
⽇
⼗
艘
内
外
で
あ
つ 

た
が
︑
直
後
は
例
の
救
濟
品
復
興
材
料
の
輸
送
で
横
濱
港
が
崩
れ
陸
線
が
不
能
で
あ
つ
た
關 

係
上
新
開
港
場
の
如
き
壮
観
を
呈
し
千
噸
級
以
上
の
船
艦
が
五
六
⼗
隻
も
投
錨
し
た
︑
今
で 

は
復
興
材
料
も
既
に
整
ひ
陸
線
の
復
舊
と
相
俟
つ
て
︵
※
ま
つ
て
︶
⼆
三
⼗
隻
の
⼩
型
の
商
船
を
⾒
る
の
み 

で
あ
る
︒
河
川
の
交
通
機
關
と
し
て
の
艀
船
︵
※
は
し
け
ぶ
ね
︶
も
随
分
焼
失
し
た
が
そ
の
後
全
國
か
ら
寄
り
集 

⾞
輛 



⑤ 
 つ

て
き
た
こ
れ
ら
の
艀
船
は
⼤
河
筋
に
さ
な
が
ら
艀
船
の
展
覧
會
を
開
い
た
や
う
で
︑
時
々 

⼤
き
な
奴
が
永
代
橋
の
橋
桁
な
ど
に
打
つ
突
け
て
は
電
⾞
を
⽌
め
た
り
︑
今
で
は
そ
の
數
に 

於
て
震
災
前
と
異
ら
ぬ
の
み
か
寧
ろ
輸
送
⼒
に
於
て
は
増
加
し
て
ゐ
る
︒
然
し
復
興
材
料
品 

の
運
搬
物
が
増
加
し
た
か
ら
ま
だ
〳
〵
不
⾜
の
状
態
に
あ
る
︒ 

以
上
の
如
く
交
通
機
關
と
し
て
の
能
率
は
既
に
震
災
前
に
近
い
復
興
⼒
を
⽰
し
て
ゐ
る
が
︑ 

橋
梁
の
修
覆
完
全
な
ら
ず
道
路
の
舗
装
も
壊
れ
た
る
と
こ
ろ
多
く
︑
⽔
道
⽡
斯
の
⼯
事
そ
の 

他
で
道
路
と
し
て
の
輸
送
率
が
低
下
し
て
ゐ
る
か
ら
交
通
状
態
は
ま
だ
〳
〵
悪
い
︒ 

 

電
信 

 

線
路
は
全
部
復
舊
し
た
︑
⼈
員
も
整
つ
て
割
合
に
緊
張
し
て
ゐ
る
結
果
か
震
災 

前
よ
り
は
か
へ
つ
て
成
績
は
良
好
で
あ
る
が
良
い
機
械
は
全
部
焼
い
て
し
ま
つ
て
此
⽅
に
は 

ま
だ
復
舊
の
⼿
が
動
い
て
ゐ
な
い
︒ 

  

電
話 

 

震
災
前
の
總
加
⼊
者
數
は
⼋
萬
四
千
︑
こ
れ
に
對
し
今
年
の
七
⽉
末
ま
で
に
三
萬 

七
千
九
百
ま
で
復
舊
︑
⼋
⽉
に
⼊
つ
て
更
に
⼆
千
四
百
ば
か
り
復
舊
し
た
︒
⾃
働
電
話
は
五 

百
六
⼗
個
を
焼
い
て
残
存
四
百
⼆
⼗
四
個
の
う
ち
現
在
⼆
百
⼋
⼗
個
ま
で
復
舊
し
て
ゐ
る
︒ 

 

⽔
道
や
⽡
斯
や
電
燈
は
？ 

⽔
道 

 

⽔
道
鐵
管
破
裂
の
箇
所
は
當
時
⼆
〇
四
箇
所
︑
漏
⽔
箇
所
四
萬
⼀
千
三
百
⼋ 

⼗
七
箇
所
︑
消
⽕
栓
の
破
損
百
五
⼗
⼆
︑
阻
⽔
弇
︵
※
そ
す
い
え
ん
︶
の
破
損
六
⼗
五
︑
排
氣
弇
⼗
⼀
︑
チ
エ
ツ
ク
弇 

⼀
︑
量
⽔
器
⼗
四
︑
⽔
路
の
決
潰
間
數
府
下
和
⽥
堀
村
廿
間
︑
代
々
幡
︵
※
よ
よ
は
た
︶
町
字
幡
ケ
⾕
廿
間
︑
⻲
裂 

箇
所
⼆
百
四
⼗
箇
所
の
多
き
に
達
し
て
ゐ
た
が
︑
こ
れ
ら
は
應
急
修
理
の
結
果
震
災
後
四
⽇ 

⽬
か
ら
深
川
︑
⽉
島
⽅
⾯
を
除
く
⾃
然
流
下
區
域
の
⽔
道
は
全
部
復
舊
し
︑
⼗
七
⽇
に
は
動
⼒ 

送
⽔
區
域
⼩
⽯
川
︑
本
郷
⽜
込
等
の
所
謂
⼭
の
⼿
及
び
⾼
臺
地
域
に
も
送
⽔
す
る
に
⾄
つ
た
︒ 

鐵
管
の
取
換
へ
の
總
數
は
⾚
坂
區
︑
内
徑
千
百
粍
︵
※
ミ
リ
メ
ト
ル
︶
鐵
管
の
供
給
⼀
箇
所
︑
京
橋
區
︑
内
徑
九
百
粍 

鐵
管
の
供
給
⼀
箇
所
︑
其
他
百
五
⼗
粍
以
下
鐵
管
七
箇
所
で
︑
給
⽔
栓
の
現
在
數
は
既
に
卅
七 

萬
⼆
千
百
と
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
が
︑
送
⽔
復
舊
完
成
期
は
本
年
⼗
⽉
中
旬
と
⾒
ら
れ
て
ゐ
る 

  

⽡
斯 

焼
失
區
域
に
於
け
る
復
舊
は
千
住
及
び
深
川
に
於
け
る
⽡
斯
製
造
所
及
び
⽡ 

斯
タ
ン
ク
が
就
れ
も
無
事
で
あ
つ
た
か
ら
輸
送
管
に
應
急
修
理
を
施
す
と
共
に
九
⽉
⼆
⼗
⼆ 

⽇
災
後
は
じ
め
て
本
郷
區
の
供
給
を
開
始
し
⼩
⽯
川
區
は
⼆
⼗
六
⽇
よ
り
︑
麹
町
區
は
⼆
⼗ 

七
⽇
よ
り
漸
次
供
給
範
圍
を
擴
張
し
て
⼗
⽉
三
⼗
⽇
に
は
残
焼
區
域
全
部
に
供
給
し
た
︑
残 

り
の
焼
失
區
域
も
⼗
三
年
⼗
⽉
中
に
は
全
部
復
舊
を
⾒
る
筈
で
あ
る
︒ 

 

震
災
前 

 
     

九
⽉
末 

    

本
年
⼀
⽉
末 

 
   

五
⽉
末 

        

六
⽉
末 

使
⽤
⼾
數 

⼀
九
五
〇
⼀
⼆ 

 
 

 
  

⼋
⼆
七
⼆
五 

    

九
⼀
⼆
〇
六 

          

⼀
〇
九
九
〇
⼆ 

        

⼀
七
四
九
七
七 

⽴
⽅
呎
︵
※
フ

ト
︶ 

供
給
總
量 

四
六
⼀
⼀
七
六
〇
〇
〇 

 

九
〇
〇
〇
〇
〇 

 

四
七
⼋
七
三
⼋
〇
〇
〇 

 

四
三
五
三
五
五
〇
〇
〇 

 

四
三
九
六
〇
⼋
〇
〇
〇 

  

電
燈 

市
電
は
本
年
四
⽉
︑
東
電
は
昨
年
末
全
部
復
舊
し
て
震
災
後
の
點
燈
數
は
次 

の
状
態
を
⽰
し
て
ゐ
る 
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震
災
前 

 
 

 
 

 

九
⽉
末 

 
 

 

⼀
⽉
末 

 
 

 
 

五
⽉
末 

 
 

 

六
⽉
末 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

個 
市
電 

 
 

五
九
⼋
四
五
五 

 
 

 

四
七
五
⼆
⼀
三 

 
 

五
六
⼆
⼀
〇
九 

 
 

六
〇
四
七
九
五 

 
 

六
⼀
四
⼋
七
六 

東
電 

 
⼆
⼀
九
五
七
⼋
四 

 
 

 
 

 

六
⼋
九
⼋ 

 
 

四
四
三
⼀
⼆
四 

 
 

七
⼀
九
⼆
四
九 

 

⼀
〇
四
七
⼀
⼀
⼀ 

 

學
校
も
た
い
て
い
は
開
い
た 

⼩
︑
中
︑
⾼
等
⼥
學
校
︑
實
業
學
校
︑
専
⾨
學
校
︑
⼤
學
で
罹
災
し
た
の
は
⼆
百
⼗
校
︵
總
數
三
百 

七
⼗
四
校
の
う
ち
︶︑
震
災
後
廢
校
と
な
つ
た
の
が
⼩
學
校
に
六
︑
尚
ほ
休
校
中
の
も
の
⼩
學 

校
に
六
︑
専
⾨
學
校
に
⼀
校
あ
る
も
︑
そ
の
他
は
私
⽴
學
校
ま
で
全
部
開
校
し
た
︑
⼋
⽉
七
⽇ 

現
在
の
各
學
校
の
状
態
は
次
の
如
く
で
あ
る
︒ 

 

學
校
種
別 

震
災
前
の
校
數 

 
 

罹
災
全
焼 

 
全
潰 

 

半
焼
⼤
破 

廢
校 

休
校 

市
外
移
轉 

開
校 

  

新
設 

⼩
學
校 

 
 

 
 

⼆
三
⼀ 

 
 

⼀
三
九 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六 
 

 

六 
 

 

⼀ 
 

⼆
⼀
⼋ 

中
學
校 

 
 

 
 

 

三
〇 

 
 

 

⼀
⼀ 

 
 

 
⼀ 

 
 

 

⼆ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⼀ 
 

 

⼆
九 

 

⼆ 

⾼
等
⼥
學
校 

 
 

 

三
六 

 
 

 

⼀
⼆ 

 
 

 

⼆ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⼀ 
 

 

三
五 

 

三 

實
業
學
校 

 
 

 
 

⼆
四 

 
 

 

⼀
七 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⼆
四 

 

⼀ 

師
範
學
校 

 
 

 
 

 

⼆ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⼆ 

⾼
等
師
範 

 
 

 
 

 

⼆ 
 

 
 

 

⼀ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⼆ 

教
員
養
成
所 

 
 

 
 

六 
 

 
 

 

三 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六 

⾼
等
學
校 

 
 

 
 

 

⼀ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⼀ 

専
⾨
學
校 

 
 

 
 

⼆
九 

 
 

 

⼀
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⼀ 
 

 
⼆ 

 
 

⼆
六 

 

⼆ 

⼤
學
校 

 
 

 
 

 

⼀
⼀ 

 
 

 
 

六 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⼀
⼀ 

盲
及
聾
學
校 

 
 

 
 

⼆ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⼆ 
 

⼆ 

計 
 

 
 

 
 

 

三
七
四 

 
 

⼆
〇
三 

 
 

 

三 
 

 
 

四 
 

六 
 

 

七 
 

 

五 
 

三
五
六 

⼀
〇 

 

新
東
京
は
斯
う
し
て
成
る
！ 

新
東
京
と
し
て
の
街
路
︑
運
河
︑
公
園
︑
⼟
地
區
劃
整
理
は
東
京
府
市
︑
神
奈
川
縣
︑
横
濱
市
共 

同
の
下
に
進
め
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
が
︑
特
別
都
市
計
畫
委
員
會
で
は
︑
事
業
案
の
う
ち
︑
街 

路
及
び
運
河
は
今
年
の
⼆
⽉
⼆
⼗
⼋
⽇
に
︑
⼟
地
區
域
制
は
東
京
は
三
⽉
⼆
⼗
⼋
⽇
に
︑
横
濱 

は
同
⼆
⼗
七
⽇
に
︑
市
場
と
公
園
計
畫
案
は
四
⽉
⼆
⼗
三
⽇
に
︑
⼩
公
園
五
⼗
⼆
個
を
設
け
る 

こ
と
は
六
⽉
⼆
⼗
七
⽇
に
︑
い
づ
れ
も
可
決
さ
れ
て
︑
⽬
下
委
員
會
は
商
業
地
域
︑
⼯
業
地
域
︑ 

住
宅
地
域
︑
防
⽕
地
域
の
指
定
に
つ
き
協
議
す
る
こ
と
に
な
り
⼤
體
の
基
礎
が
定
め
ら
れ
た
︒ 

 

街
路 

 

の
現
況
は
東
京
市
内
四
箇
所
の
復
興
局
出
張
所
に
於
て
既
に
市
内
の
幹
線
道 

路
⼗
⼀
萬
六
千
百
⼋
⽶
の
う
ち
⼗
⼀
萬
三
千
百
⼀
⽶
ま
で
の
測
量
を
終
り
︑
補
助
道
路
⼗
三 

萬
六
千
四
百
九
⼗
五
⽶
の
う
ち
⼗
⼆
萬
六
千
九
百
九
⼗
⼆
⽶
ま
で
の
測
量
を
も
終
へ
た
が
︑ 

區
劃
整
理
と
關
係
な
い
部
分
で
左
の
各
線
は
今
年
度
内
に
は
擴
張
⼯
事
に
着
⼿
さ
れ
る
ま 

で
に
な
つ
て
い
る
︒ 

 

▲
有
樂
町
⼀
丁
⽬
か
ら
⽊
挽
町
三
丁
⽬
を
經
て
⽉
島
⼆
號
地
に
⾄
る
線 

▲
上
野
公
園
前
か
ら
駒 

形
町
を
經
て
押
上
に
⾄
る
線 

▲
永
樂
町
⼀
丁
⽬
の
濠
端
か
ら
元
千
代
⽥
町
に
⾄
る
線 

▲
櫻
⽥
⾨ 
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外
か
ら
新
議
事
堂
前
に
⾄
る
四
⼗
間
幅
の
⼤
道
路 

▲
芝
今
⼊
町
か
ら
愛
宕
町
を
經
て
⾚
⽻
橋
に 

⾄
る
線 

▲
⼤
⼿
町
⼀
丁
⽬
か
ら
⼀
つ
橋
雉
⼦
橋
を
經
て
飯
⽥
橋
に
⾄
る
線 

▲
⼀
つ
橋
内
か
ら
南 

神
保
町
を
經
て
伊
岐
殿
阪
に
⾄
る
線 

▲
神
⽥
橋
内
か
ら
⼩
川
町
湯
島
四
丁
⽬
本
町
⼀
丁
⽬
を
經 

て
同
三
丁
⽬
に
⾄
る
線 

▲
越
中
島
か
ら
濱
園
町
へ
⾄
る
線 

 

橋
梁 

 

街
路
の
⼀
部
分
と
な
る
橋
の
施
設
も
相
當
進
ん
で
︑
千
代
⽥
橋
︑
神
⽥
橋
︑
法 

恩
寺
橋
︑
親
⽗
橋
︑
汐
⾒
橋
︑
相
⽣
橋
︑
今
⼾
橋
︑
船
⽊
橋
︑
福
島
橋
︑
黑
⻲
橋
は
假
橋
が
竣
成
し
︑ 

江
東
橋
︑
菊
三
橋
︑
澤
海
橋
︑
聖
橋
は
既
に
基
礎
⼯
事
に
着
⼿
︑
隅
⽥
川
に
跨
る
駒
形
橋
︑
蔵
前 

橋
︑
相
⽣
橋
の
⼤
鐵
橋
も
近
く
本
⼯
事
に
着
⼿
し
う
る
ま
で
に
な
つ
た
︒ 

 

運
河 

 

今
年
の
六
⽉
上
旬
よ
り
着
⼿
さ
れ
た
⻄
堀
留
川
の
埋
⽴
は
既
に
五
分
通
り
出 

來
上
り
︑
⽇
本
橋
川
︑
横
⼗
間
川
は
九
⽉
中
に
は
着
⼿
の
豫
定
で
荒
川
筋
と
⽇
本
橋
濱
町
河
岸 

の
埋
⽴
は
今
實
測
中
で
あ
る
︒ 

 

公
園 

 

現
在
東
京
市
の
公
園
は
⼤
⼩
併
し
て
⼆
⼗
九
箇
所
︑
こ
の
⾯
積
七
⼗
五
萬
坪
︑ 

⼈
⼝
百
⼈
に
對
し
て
⼆
⼗
坪
の
割
合
で
あ
る
が
︑
今
度
の
計
畫
で
は
︑
⼤
公
園
は
國
で
︑
⼩
公 

園
は
市
で
や
る
こ
と
に
な
つ
て
︑
隅
⽥
川
の
両
岸
に
隅
⽥
公
園
︵
三
萬
⼀
千
坪
︶
本
所
に
錦
絲 

公
園
︵
⼀
萬
⼋
千
坪
︶
濱
町
に
濱
町
公
園
︵
⼀
萬
⼀
千
坪
︶
の
三
⼤
公
園
を
新
設
す
る
が
︑
既
に 

實
測
は
終
つ
た
︒
市
で
や
る
⼩
公
園
は
⼩
學
校
に
く
つ
つ
け
て
五
⼗
⼆
箇
所
︑
⼀
公
演
平
均
千 

坪
の
⾒
當
で
區
劃
整
理
の
結
果
位
置
決
定
と
同
時
に
順
次
設
備
さ
れ
る
︒ 

 

⼟
地
區
劃 

 

こ
れ
も
復
興
地
域
を
六
⼗
五
地
域
に
分
ち
︑
う
ち
⼗
五
地
域
だ
け
を 

復
興
局
の
⼿
で
實
施
す
る
の
で
︑
こ
れ
は
本
年
三
⽉
⼆
⼗
⽇
區
域
の
告
⽰
が
あ
り
︑
第
六
區
︵
神 

⽥
駿
河
臺
︶
を
始
め
と
し
て
︑
⼋
⽉
⼗
⼋
⽇
ま
で
に
⼗
五
地
域
の
區
劃
整
理
委
員
會
の
委
員
の 

選
擧
を
終
り
五
⽉
⼆
⼗
⽇
に
始
め
て
第
六
區
の
委
員
會
を
開
い
て
︑
區
劃
整
理
の
街
路
︑
整
理 

前
後
の
路
線
價
指
數
地
位
置
及
び
⾯
積
の
決
定
を
⾒
︑
同
地
域
は
既
に
第
⼀
の
杭
打
を
は
じ 

め
た
の
で
九
⽉
⼆
⼗
⽇
に
移
轉
命
令
を
發
す
る
ま
で
に
い
た
つ
た
︒ 

 

花
街 

⽬
に
つ
く
の
は
洲
崎
と
吉
原
の
復
活
の
早
や
か
つ
た
こ
と
で
︑
粗
末
で
は
あ 

る
が
⽊
の
⾹
新
ら
し
い
⼆
階
家
の
新
づ
く
り
に
絃
歌
の
さ
ん
ざ
め
き
嬌
ま
か
し
い
⼥
の
聲
は 

つ
き
ぬ
︒
吉
原
の
⼊
⼝
に
は
以
前
と
お
な
じ
恰
好
の
⾒
か
へ
り
柳
も
植
ゑ
ら
れ
た
︑
⼤
⾨
も
建 

つ
た
︑
貸
座
敷
︑
引
⼿
茶
屋
︑
娼
妓
︑
待
合
茶
屋
︑
藝
妓
屋
の
復
活
状
態
は
次
の
表
に
⾒
て
分
る 

 

貸
座
敷 

 
 

 
 

 

引
⼿
茶
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

娼
妓 

新
吉
原 

 
 

三
〇
四
︵
⼆
⼋
⼋
︶ 

 
 

四
六
︵
四
〇
︶ 

 
 

 
 

 

⼆
五
三
六
︵
⼀
七
三
⼆
︶ 

新
宿 

 
 

 
 

五
⼆
︵
五
⼆
︶ 

 
 

 
 

 
 

―
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
⼆
⼋
︵
五
九
四
︶ 

洲
崎 

 
 

 

⼆
〇
⼀
︵
⼆
四
⼀
︶ 

 
 

⼆
三
︵
六
︶ 

 
 

 
 

 
 

⼆
⼆
⼆
六
︵
⼀
三
九
六
︶ 

品
川 
 

 
 

 

四
四
︵
四
三
︶ 

 
 

 
 

六
︵
四
︶ 

 
 

 
 

 
 

 

四
⼆
〇
︵
四
⼆
三
︶ 

板
橋 

 
 

 
 

⼀
⼆
︵
⼀
⼆
︶ 

 
 

 
 

 
 

―
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⼀
〇
⼀
︵
⼀
⼀
四
︶ 

千
住 

 
 

 
 

四
三
︵
四
五
︶ 

 
 

 
 

 
 

―
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⼆
〇
⼀
︵
⼆
三
⼆
︶ 



⑧ 
 

⽥
町 

 
 

 
 

⼀
五
︵
⼀
五
︶ 

 
 

 
 

 
 

―
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
五
︵
九
⼆
︶ 

府
中 

 
 

 
 

 

五
︵
五
︶ 

 
 

 
 

 
 

 
―

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
⼆
︵
⼆
⼋
︶ 

調
布 

 
 

 
 

 

五
︵
五
︶ 

 
 

 
 

 
 

 
―

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
〇
︵
三
〇
︶ 

⽗
島 

 
 

 
 

 

⼆
︵
⼆
︶ 

 
 

 
 

 
 

 
―

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⼆
︵
三
︶ 

計 
 

 
 

 
六
⼋
三
︵
七
〇
⼋
︶ 

 
 

七
五
︵
五
〇
︶ 

 
 

 
 

 

六
⼀
〇
五
︵
四
六
四
四
︶ 

︵
附
記
︶ 
上
部
の
數
字
が
震
災
前
︑
括
弧
内
が
今
⽇
復
活
の
状
態
で
あ
る
︒
貸
座
敷
に
於
て
却
つ
て 

震
災
前
よ
り
も
増
し
て
ゐ
る
が
︑
娼
妓
の
數
は
著
し
く
減
少
し
て
ゐ
る
︑
こ
れ
は
離
散
し
た
も
の 

が
容
易
に
歸
つ
て
來
な
い
こ
と
︑
貸
座
敷
業
者
の
資
⾦
難
に
よ
る
抱
へ
の
減
少
︑
⼀
般
不
景
氣
の 

關
係
等
に
も
よ
る
だ
ら
う 

 次
に
待
合
茶
屋
と
藝
妓
の
⽅
⾯
を
⾒
る
と 

 

待
合
茶
屋 

 
 

震
前 

 
 

 

⼆
〇
五
三 

 
 

 

現
在 

 
 

⼆
⼀
⼆
四 

 

藝
妓
屋 

 
 

 

震
前 

 
 

 

三
六
⼋
⼀ 

 
 

 
現
在 

 
 

三
三
四
⼆ 

 

藝
妓
數 

 
 

 

震
前 

 
 

⼀
〇
⼀
三
⼀ 

 
 

 
現
在 

 
 

九
六
四
四 

︵
附
記
︶ 

市
部
郡
部
を
合
し
た
數
で
︑
こ
れ
も
待
合
茶
屋
は
却
つ
て
増
加
し
︑
藝
妓
數
は
減
少
し
て 

ゐ
る
︒ 

 

劇
場
活
動 

 

劇
場
で
は
帝
劇
が
既
に
九
分
通
り
の
本
建
築
竣
成
し
て
今
秋
⼗
⽉
⼀ 

⽇
よ
り
華
々
し
く
開
場
す
る
︒
⽊
挽
町
の
歌
舞
伎
座
も
本
建
築
許
可
の
指
令
を
う
け
︑
本
年
三 

⽉
よ
り
⼯
事
に
か
ゝ
り
⽡
葺
の
鐵
筋
コ
ン
ク
リ
ト
︑
前
部
が
四
階
で
後
部
が
三
階
に
地
下 

室
が
つ
き
︑
正
⾯
間
⼝
⼀
⼆
⼋
七
〇
尺
︑
奥
⾏
⼆
三
七
三
五
尺
︑
來
る
⼗
⼀
⽉
末
ま
で
に
竣 

⼯
︑
來
春
早
々
会
場
の
豫
定
︒
各
活
動
寫
眞
館
も
⼀
階
建
⽊
造
の
バ
ラ
ツ
ク
︑
後
⽅
を
少
し
⾼ 

  

く
し
た
だ
け
で
並
等
︵
※
な
み
と
う
︶
と
特
等
席
を
區
別
し
⼤
抵
四
五
百
⼈
乃
⾄
七
百
⼈
を
容
れ
る
程
度
に
復 

活
し
︑
相
當
の
□
り
を
⾒
せ
て
ゐ
る
︒
そ
の
細
別
は 

 

震
前 

 

焼
失 

 

残
存 

 

新
築
申
請
中 

 
 

 
 

 

認
可 

 

審
査
中 

 

現
在
開
場
數 

市
部 

 
 

⼆
⼆ 

 

⼆
〇 

 
 

⼆ 
 

 
 

⼆
⼀ 

 
 

 
 

 
 

⼆
五 

 
 

⼀ 
 

 
 

 

⼀
九 

 
 

郡
部 

 
 

 

⼋ 
 

 

〇 
 

 

⼋ 
 

 
 

 

⼆ 
 

 
 

 
 

 
 

⼆ 
 

 

⼀ 
 

 
 

 
 

⼋ 
 

 
 

計 
 

 

三
〇 

 

⼆
〇 

 

⼀
〇 

 
 

 

⼆
三 

 
 

 
 

 
 

⼆
七 

 
 

⼆ 
 

 
 

 

⼆
七 

 
 

 
 

 
 

 

震
前 

 

焼
失 

 

残
存 

 

震
災
後
新
築
申
請
數 

 
 

認
可 

 

審
査
中 

 

現
在
開
場
數 

 
 

市
部 

 
 

六
四 

 

四
三 

 

⼆
⼀ 

 
 

 

⼋
九 

 
 

 
 

 
 

六
三 

 

⼀
四 

 
 

 
 

六
六 

 
 

郡
部 

 
 

五
⼋ 

 
 

⼆ 
 

五
六 

 
 

 

四
⼆ 

 
 

 
 

 
 

⼆
七 

 

⼀
⼀ 

 
 

 
 

六
六 

 
 

 

計 
 

⼀
⼆
⼆ 

 

四
五 

 

七
七 

 
 

⼀
三
⼀ 

 
 

 
 

 
 

九
〇 

 

⼆
五 

 
 

 

⼀
三
⼆ 

 
 

 
 

 
 

 

震
前 

 

焼
失 

 

残
存 

 

新
築
申
請
中 

 
 

 
 

 

認
可 

 

審
査
中 

 

現
在
開
場
數 

 
 

市
部 
 

 

九
⼆ 

 

六
〇 

 

三
⼆ 

 
 

 

六
五 

 
 

 
 

 
 

五
四 

 

⼀
〇 

 
 

 
 

七
五 

 
 

郡
部 

 
 

六
七 

 
―

―
 

 

六
七 

 
 

 

⼀
五 

 
 

 
 

 
 

⼀
六 

 
 

四 
 

 
 

 

七
五 

 
 

 

計 
 

⼀
五
九 

 

六
〇 

 

九
九 

 
 

 

⼋
〇 

 
 

 
 

 
 

七
〇 

 

⼀
四 

 
 

 

⼀
五
〇 

 場劇 眞寫動活 場藝演 



⑨ 
 活

動
寫
眞
で
は
震
災
前
⼤
正
⼗
⼆
年
⼀
⽉
中
の
⼊
場
⼈
員
市
郡
部
を
通
じ
て
百
七
⼗
六
萬
五 

千
三
百
七
⼗
六
⼈
に
對
し
本
年
⼀
⽉
中
の
⼊
場
⼈
員
は
⼆
百
⼗
六
萬
四
千
⼋
百
七
⼗
四
⼈
で 

か
へ
つ
て
三
⼗
九
萬
九
千
四
百
九
⼗
⼋
⼈
を
増
し
︑
⼤
正
⼗
⼆
年
五
⽉
の
⼊
場
者
百
四
⼗
四 

萬
⼆
百
四
⼗
七
⼈
に
對
し
て
本
年
五
⽉
中
の
⼊
場
者
百
⼋
⼗
⼋
萬
九
千
三
百
七
⼗
六
⼈
と
相 

變
ら
ず
四
⼗
四
萬
九
千
百
⼆
⼗
九
名
の
増
加
で
あ
る
に
反
し
︑
演
劇
に
於
て
は
震
災
前
⼗
⼆ 

年
⼀
⽉
中
の
⼊
場
者
六
⼗
四
萬
⼀
千
百
四
⼗
五
⼈
に
對
し
本
年
⼀
⽉
は
⼆
⼗
⼀
萬
五
千
七
百 

九
⼗
五
⼈
で
四
⼗
⼆
萬
五
千
三
百
五
⼗
⼈
の
⼤
激
減
と
な
り
昨
年
六
⽉
に
對
す
る
本
年
六
⽉ 

中
の
⼊
り
も
⼗
四
萬
⼀
千
五
⼗
⼋
⼈
の
減
少
を
⽰
し
て
ゐ
る
︒
こ
れ
は
勿
論
⼤
劇
場
が
全
滅 

し
復
舊
が
容
易
で
な
い
か
ら
で
あ
る
︒ 

 

全
滅
の
横
濱
と
其
の
復
興 

東
京
に
較
べ
て
横
濱
の
復
興
は
そ
の
震
害
が
甚
し
か
つ
た
ゞ
け
に
遥
か
に
遅
れ
て
ゐ
る
︒
海 

岸
通
り
縣
廰
跡
附
近
に
は
ま
だ
當
時
の
惨
状
を
そ
の
ま
ゝ
に
髣
髴
︵
※
ほ
う
ふ
つ
︶
と
せ
し
む
る
も
の
が
多
い
︒ 

わ
づ
か
に
焼
煉
⽡
や
灰
燼
が
整
理
さ
れ
た
と
い
ふ
ば
か
り
で
焼
残
り
の
半
ば
崩
れ
た
廢
墟
の 

如
き
建
物
に
は
秋
の
⼣
⽇
が
斜
に
落
ち
て
︑
焼
跡
に
は
雑
草
が
⽣
茂
り
此
附
近
⼀
帯
は
い
つ 

元
の
通
り
に
な
る
か
︑
と
思
ふ
が
︑
⼀
度
橋
を
渡
つ
て
新
⼭
下
町
に
⾄
つ
て
始
め
て
横
濱
復
興 

の
悦
び
を
⾒
せ
ら
れ
る
︒
町
の
⼊
⼝
に
⽴
つ
た
復
興
⾨
の
そ
の
名
に
恥
ぢ
ず
本
牧
ま
で
も 

つ
ゞ
い
て
⽴
ち
あ
が
つ
た
バ
ラ
ツ
ク
の
⼀
街
は
震
災
後
に
創
め
ら
れ
た
横
濱
の
復
興
街
で 

あ
る
︒
右
に
廻
れ
ば
數
千
の
市
⺠
を
助
け
た
横
濱
公
園
だ
が
園
内
に
は
横
濱
郵
便
局
︑
憲
兵 

分
隊
︑
裁
判
所
が
假
の
バ
ラ
ツ
ク
に
事
務
を
執
り
公
園
を
と
り
圍
ん
で
⽣
れ
た
お
で
ん
屋
︑
き 

ん
と
ん
屋
︑
す
い
と
ん
の
ト
タ
ン
商
⼈
は
殆
ん
ど
退
去
を
命
ぜ
ら
れ
横
濱
の
メ
ン
・
ス
ト
リ 

ト
伊
勢
佐
⽊
通
り
も
折
柄
の
⼣
暮
れ
に
電
燈
煌
々
︑
こ
ゝ
に
も
復
興
の
喜
び
を
み
る
︒
稲
荷 

⼭
の
麓
に
は
關
⻄
の
⼆
府
六
縣
の
寄
附
に
よ
つ
て
建
て
ら
れ
た
バ
ラ
ツ
ク
村
が
開
け
︑
そ
の 

名
を
關
⻄
村
と
呼
び
兵
庫
通
り
⼤
阪
通
り
奈
良
通
り
の
道
路
も
あ
つ
て
︑
村
の
中
に
は
公
設 

市
場
か
ら
︑
⼩
學
校
︑
病
院
︑
圖
書
館
と
設
備
萬
端
が
と
ゝ
の
ひ
こ
の
村
の
住
⼈
⼀
萬
九
千
百 

⼗
六
名
︑
五
千
⼆
⼗
三
世
帯
は
勿
論
︑
住
⺠
た
る
と
否
と
を
問
は
ず
︑
横
濱
市
⺠
の
感
謝
の
的 

と
な
つ
て
い
る
︒
今
こ
の
横
濱
復
興
の
過
程
を
數
字
の
上
か
ら
眺
め
て
ゆ
く
と 

 

⼾
數
⼈
⼝ 

 
 

 

横
濱
市
の
⼈
⼝
は
震
災
前
⼤
正
⼗
⼀
年
末
の
調
査
に
よ
る
と
⼈
⼝
四 

⼗
四
萬
⼋
千
五
百
四
⼗
⼈
︑
⼾
數
九
萬
三
千
七
百
七
⼗
五
⼾
震
災
に
よ
つ
て
焼
失
し
た
家
屋 

は
五
萬
五
千
⼋
百
⼆
⼗
六
⼾
︑
倒
壊
家
屋
⼀
萬
⼋
千
百
四
⼗
九
⼾
で
残
存
家
屋
は
わ
づ
か
に 

⼀
萬
九
千
⼋
百
⼾
で
あ
つ
た
︒
震
災
直
後
の
昨
年
九
⽉
⼗
九
⽇
現
在
の
⼈
⼝
は
三
⼗
萬
九 

千
五
百
六
⼗
⼈
に
減
じ
た
が
そ
の
後
家
屋
も
漸
次
新
築
せ
ら
れ
⼈
⼝
も
逐
次
増
加
し
て
本
年 

四
⽉
末
に
は
家
屋
數
七
萬
四
千
四
百
四
⼗
⼾
︑
震
災
前
の
⼋
割
に
相
當
し
︑
⼈
⼝
も
亦
三
⼗
四 

萬
七
千
六
百
〇
⼋
⼈
︑
震
災
前
の
七
割
九
分
に
ま
で
戻
つ
た
︒
と
は
い
へ
今
⽇
尚
ほ
市
内
の
各 

所
に
震
災
當
時
そ
の
ま
ゝ
の
残
骸
を
⽌
め
て
ゐ
る
と
こ
ろ
も
尠
か
ら
ず
︑
震
災
前
の
⼈
⼝
増 

加
率
を
以
つ
て
し
て
も
四
⼗
四
萬
⼈
の
震
災
前
の
⼈
⼝
に
⽴
返
る
に
は
⼤
正
⼗
⼋
年
度
ま
で 

も
か
ゝ
ら
う
︒ 

 



⑩ 
 在

住
外
⼈ 

 
 

 

は
震
前
在
住
者
七
千
四
百
九
⼗
⼆
⼈
︑
震
災
直
後
の
⼗
⼆
⽉
に
は
僅 

に
百
名
を
越
え
な
か
つ
た
が
︑
本
年
⼋
⽉
末
の
調
査
に
よ
る
と
千
百
⼋
⼗
九
⼈
に
な
つ
て
ゐ 

る
︑
之
を
國
籍
別
に
す
る
と 

 

震
前 

 
 

 

現
在 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

震
前 

 
 

 

現
在 

⽀
那 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
⼋
五
〇 

 
 

七
六
四 

 
 

 
 

英
國 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
⼆
七 

 
 

 

⼀
四
九 

⽶
國 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
〇
⼆ 

 
 

⼀
⼀
九 

 
 

 
 

露
國 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
五
⼋ 

 
 

 
 

 

⼋ 

獨
逸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⼆
〇
〇 

 
 

 

五
〇 

 
 

 
 

佛
蘭
⻄ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⼀
四
〇 

 
 

 
 

⼆
五 

印
度 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

⼀
⼀
⼀ 

 
 

 
 

四 
 

 
 

 

瑞
⻄
︵
※
ス
イ
ス
︶ 

 
 

 
 

 

九
⼀ 

 
 

 
 

⼆
三 

葡
萄
⽛ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
六 

 
 

 
 

九 
 

 
 

 

和
蘭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
⼋ 

 
 

 
 

 

五 

伊
太
利 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
〇 

 
 

 
 

五 
 

 
 

 

丁
抹
︵
※
デ
ン
マ
ク
︶ 

 
 

 

⼀
⼋ 

 
 

 
 

 

⼆ 

亜
⽿
⽶
爾
亜
︵
※
ア
ル
メ
ニ
ア
？
︶ 

 

⼀
五 

 
 

 
 

⼀ 
 

 
 

 

⻄
班
⽛
︵
※
ス
ペ
イ
ン
︶ 

 
 

 

⼀
四 

 
 

 
 

 

零 

瑞
典
︵
※
ス
ウ

デ
ン
︶ 

 
 

 
 

⼀
三 

 
 

 

⼀
三 

 
 

 
 

波
欄
︵
※
ポ
ラ
ン
ド
︶ 

 
 

 

⼀
三 

 
 

 
 

 

零 

墨
⻄
哥
︵
※
メ
キ
シ
コ
︶ 

 
 

 
 

 

⼀
〇 

 
 

 
 

零 
 

 
 

 
秘
露
︵
※
ペ
ル
︶ 

 
 

 
 

 
 

九 
 

 
 

 
 

零 

濠
洲 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九 
 

 
 

 

零 
 

 
 

 
ユ
ゴ
ス
ラ
ブ 

 
 

 
 

 
 

 
 

⼋ 
 

 
 

 
 

⼀ 

諾
威
︵
※
ノ
ル
ウ

︶ 
 

 
 

 
 

 

七 
 

 
 

 

三 
 

 
 

 

波
斯
︵
※
ペ
ル
シ
︶ 

 
 

 
 

 

七 
 

 
 

 
 

零 

チ
エ
ツ
ク
ス
ロ
バ
キ
ヤ 

 
 

 
 

 
 

 

七 
 

 
 

 

零 
 

 
 

 

希
臘
︵
※
ギ
リ
シ
︶ 

 
 

 
 

 

六 
 

 
 

 
 

⼆ 

加
奈
陀 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六 
 

 
 

 

三 
 

 
 

 

墺
多
利 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五 
 

 
 

 
 

零 

⽩
⽿
義 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三 
 

 
 

 

零 
 

 
 

 

智
利 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三 
 

 
 

 
 

零 

亜
爾
然
丁
︵
※
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
︶ 

 
 

 

⼆ 
 

 
 

 

零 
 

 
 

 

⼟
⽿
古 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⼀ 
 

 
 

 
 

零 

伯
剌
⻄
爾
︵
※
ブ
ラ
ジ
ル
︶ 

 
 

 
 

 

⼀ 
 

 
 

 

零 
 

 
 

 

其
他 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
⼆
⼆ 

 
 

 
 

 

⼆ 

合
計 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
四
九
⼆ 

 

⼀
⼀
⼋
九 

 

港
湾 

 

東
防
波
堤
全
⻑
約
九
百
間
の
う
ち
︑
端
の
と
こ
ろ
六
百
⼗
四
間
︑
北
防
波
堤
全 

⻑
約
千
百
三
⼗
間
中
そ
の
端
⼆
百
五
⼗
五
間
は
平
均
⼋
尺
沈
下
し
た
の
で
震
災
後
少
し
荒
れ 

た
⽇
に
は
堤
内
錨
地
で
も
⾵
浪
を
う
け
︑
荷
役
不
可
能
の
⽇
が
多
か
つ
た
が
︑
今
⽇
で
は
兩
防 

波
堤
と
も
修
理
完
成
し
港
⼝
の
左
右
に
在
つ
て
略
︵
※
ほ
ぼ
︶
⼗
尺
陥
没
し
た
⾚
⽩
の
兩
燈
も
既
に
六
⽉ 

完
成
し
た
︒
繋
船
の
能
⼒
は
震
災
前
ま
で
は
繋
船
岸
壁
︵
總
延
⻑
千
百
間
︶
に
⼗
⼆
隻
棧
橋
︵
總 

延
⻑
⼆
百
七
⼗
⼆
間
︶
に
四
隻
︑
繋
船
浮
標
に
⼆
⼗
隻
︑
防
波
堤
内
錨
地
に
三
⼗
隻
を
収
容
し 

得
た
が
︑
右
の
う
ち
⼆
⼗
個
の
浮
標
は
災
害
を
免
れ
た
の
で
震
前
と
同
様
の
繋
留
を
許
し
て 

を
る
︒
繋
船
岸
壁
は
殆
ど
全
部
崩
壊
し
た
が
復
舊
⼯
事
進
捗
し
て
既
に
第
六
號
岸
壁
は
補
修 

⼯
事
が
出
來
上
り
六
⽉
に
⾄
り
第
九
︑
⼗
︑
⼗
⼀
號
岸
壁
の
⼯
事
も
竣
成
し
⽬
下
第
三
四
號
岸 

壁
の
基
礎
⼯
事
中
で
あ
る
︑
そ
の
他
の
岸
壁
も
漸
次
⼯
事
に
着
⼿
し
⼤
正
⼗
四
年
三
⽉
中
に 

は
全
部
復
舊
の
豫
定
で
あ
る
︒
⼤
棧
橋
は
⼗
四
年
度
⼗
⽉
末
に
竣
成
の
豫
定
︒
震
災
前
に
は
艀 

船
の
數
が
三
千
⼆
隻
こ
の
噸
數
⼆
⼗
四
萬
百
六
⼗
噸
も
あ
つ
た
が
︑
震
災
に
よ
つ
て
千
七
百 

七
⼗
三
隻
︑
⼗
四
萬
千
⼋
百
四
⼗
噸
に
減
じ
︑
現
在
で
は
稍
︵
※
や
や
︶
恢
復
し
て
約
⼆
千
五
百
隻
⼆
⼗
萬 

噸
に
達
し
て
ゐ
る
︒
税
關
構
内
及
び
港
内
の
鐵
道
は
延
⻑
九
哩
七
分
中
岸
壁
⼯
事
そ
の
他
の 

爲
今
尚
ほ
使
⽤
出
來
な
い
と
こ
ろ
が
三
哩
︑
そ
の
他
は
震
前
と
同
様
に
復
活
し
尚
ほ
横
濱
驛 

と
税
關
構
内
と
を
連
結
す
る
鐵
橋
及
び
線
路
の
本
⼯
事
も
本
年
中
に
は
完
成
の
豫
定
で
あ
る 

起
重
機
は
震
前
電
⼒
に
よ
つ
て
運
轉
す
る
も
の
⼗
九
臺
︑
蒸
氣
⼒
に
よ
る
も
の
三
臺
︑
⼈
⼒
に 



⑪ 
 よ

る
も
の
四
臺
で
あ
つ
た
が
︑
こ
れ
ら
は
全
部
震
害
を
う
け
て
今
⽇
で
は
五
⼗
噸
機
が
⼀
機 

あ
る
の
み
で
あ
る
︒ 

 
街
路 

 
第
⼀
着
⼿
と
し
て
市
内
樞
要
な
る
⼗
九
路
線
を
擴
築
改
修
し
尚
横
濱
驛
前
に 

四
千
九
百
坪
︑
櫻
⽊
町
驛
前
に
四
千
⼆
百
坪
の
廣
場
を
設
置
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
て
こ
の
費
⽤ 

⼆
千
五
百
三
⼗
⼋
萬
⼆
千
四
百
圓
︑
⼤
正
⼗
七
年
度
に
亙
る
六
箇
年
繼
續
事
業
と
し
て
着
⼿ 

し
て
ゐ
る
︒ 

 

運
河 

 

堀
割
川
と
中
村
川
及
び
堀
河
の
⼆
運
河
を
擇
ん
で
︵
※
え
ら
ん
で
︶
こ
れ
を
改
修
す
る
こ
と
ゝ 

な
り
在
来
の
屈
曲
を
除
き
幅
員
を
擴
築
す
る
計
畫
で
︑
こ
れ
も
⼤
正
⼗
七
年
度
に
亙
る
六
年 

間
の
計
畫
事
業
と
し
て
ゐ
る
︒ 

 

公
園 

 

現
在
市
の
公
園
は
横
濱
公
園
︵
⼀
九
四
四
⼋
坪
︶
掃
部
⼭
公
園
︵
四
⼆
七
⼋ 

坪
︶
の
⼆
箇
所
で
あ
る
が
こ
れ
も
六
年
計
畫
で
更
に
左
の
四
公
園
を
増
設
す
る
事
に
な
つ
て 

ゐ
る
︒ 

 

⽇
の
出
公
園 

 
 

 

四
⼋
〇
〇
坪 

 
 

⼭
下
公
園 

 
 

⼆
五
〇
〇
〇
坪 

 

野
⽑
⼭
公
園 

 
 

⼆
〇
〇
〇
〇
坪 

 
 

神
奈
川
公
園 

 
 

六
〇
〇
〇
坪 

 

合
計 

 
 

 
 

 

五
五
⼋
〇
〇
坪 

 

⼟
地
整
理 

 

市
内
焼
失
區
域
約
三
百
萬
坪
に
つ
き
實
測
を
⾏
ひ
内
約
七
⼗
五
萬
坪 

を
區
劃
整
理
地
域
と
定
め
︑
こ
れ
を
⼗
四
區
域
に
分
つ
て
更
に
精
査
を
進
め
て
ゐ
る
が
︑
⼀
⽅ 

關
係
市
⺠
に
對
し
て
は
そ
の
趣
旨
を
徹
底
せ
し
む
る
た
め
商
業
會
議
所
︑
市
復
興
會
が
躍 

起
と
な
つ
て
市
⺠
に
宣
傳
し
て
ゐ
る
︒ 

 

交
通
機
關 

 

震
災
當
時
市
の
交
通
機
關
は
東
京
と
同
様
殆
ん
ど
そ
の
⽤
を
爲
さ
ず 

街
路
は
い
た
る
と
こ
ろ
崩
壊
⻲
裂
し
橋
梁
は
⼋
⼗
六
橋
中
⼤
江
︑
吉
⽥
︑
辨
天
橋
の
三
橋
を
除 

く
他
殆
ど
墜
落
焼
失
し
︑
偶
々
︵
※
た
ま
た
ま
︶
残
る
も
の
は
場
末
に
架
設
せ
ら
れ
た
⼩
橋
で
市
要
部
の
交
通 

に
は
全
く
關
係
な
く
⼀
時
交
通
は
杜
絶
し
河
川
も
ま
た
⾈
棹
︵
※
ふ
な
ざ
お
︶
の
便
を
失
つ
て
し
ま
つ
た
が
去 

年
の
九
⽉
六
⽇
は
じ
め
て
應
急
⼯
事
に
⼿
を
初
め
⼯
兵
隊
︑
陸
軍
技
術
本
部
の
援
助
を
待
て 

同
⽉
⼆
⼗
⽇
に
い
た
り
⼤
體
樞
要
地
域
の
交
通
た
け
は
回
復
し
︑
⼀
年
後
の
今
⽇
で
は
⾃
動 

⾞
の
通
⾏
に
は
殆
ん
ど
⽀
障
な
き
ま
で
に
⾄
り
⾃
動
⾞
は
震
災
後
著
る
し
く
増
加
し
た
︒
橋 

梁
も
既
に
昨
年
末
に
於
て
⼋
⼗
六
橋
中
六
⼗
⼋
橋
ま
で
は
應
急
修
理
が
な
つ
た
︒
電
⾞
は
震 

災
前
の
市
電
軌
道
の
亙
⻑
︵
※
こ
う
ち
う
︶
⼗
⼆
哩
六
分
︑
運
轉
⾞
輛
數
⼀
⽇
平
均
百
⼗
⼋
輌
︑
乗
⾞
⼈
員
⼗ 

三
萬
九
千
⼈
で
あ
つ
た
が
軌
道
の
全
部
架
空
線
の
全
線
を
損
じ
た
︑
即
ち 

震
災
前 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

被
害 

軌 

道 
 

⼗
⼆
哩
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

全
部 

架
空
線 

 

⼗
⼆
︑
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

全
線 

⾞ 

輛 
 

⼀
五
⼆
臺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

焼
失
七
三
臺
︑
破
壊
⼀
六 

建 

物 
 

三
⼀
四
⼋
坪 

 
 

 
 

 
 

 
 

焼
失
そ
の
他
⼤
破
損
⼆
九
三
九
坪 

變
電
所 

 

⼀
七
〇
〇
Ｋ
・
Ｗ 

 
 

 
 

 
 

全
部 



⑫ 
 舎 

宅 
 

五
五
⼾ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

焼
失
⼀
六
⼾
︑
倒
潰
三
九
⼾ 

 
⼗
⽉
⼆
⽇
神
奈
川
︑
⾺
⾞
道
間
の
開
通
を
⾒
た
の
を
初
め
に
⼗
⽉
⼆
⼗
六
⽇
に
は
全
線
復
舊
︑ 

現
在
で
は
災
前
の
⾞
輛
數
百
五
⼗
⼆
輌
に
對
し
百
六
⼗
九
輌
に
増
加
し
關
係
建
物
の
建
坪
總 

數
三
千
百
四
⼗
⼋
坪
に
對
し
⼆
千
百
⼗
五
坪
に
復
舊
︑
變
電
所
の
千
七
百
キ
ロ
も
⼆
千
六
百 

キ
ロ
ワ
ツ
ト
と
な
つ
た
︒ 

 

⽔
道 

 

⽔
源
地
は
神
奈
川
縣
津
久
井
郡
⻘
⼭
に
あ
り
︑
供
給
能
⼒
は
⼋
⼗
萬
⼈
︑
⼀ 

⼈
當
り
平
均
⼀
⽇
四
⽴
⽅
呎
︵
※
フ

ト
︶︑
當
時
⽔
源
地
の
本
管
そ
の
他
主
要
部
は
⼤
破
し
て
市
内
の
給 

⽔
断
絶
九
⽉
六
⽇
⻑
塚
良
⽔
合
資
會
社
︑
横
濱
給
⽔
合
資
會
社
︑
ジ
ユ
ラ
ル
給
⽔
合
資
會
社
︑ 

横
濱
淸
泉
合
資
會
社
と
⽔
船
提
供
の
協
議
を
な
し
直
ち
に
給
⽔
に
着
⼿
し
た
か
九
⽉
⼗
三
⽇ 

に
い
た
り
⻄
⾕
浄
⽔
場
市
内
⻄
⼾
部
藤
棚
に
到
る
⼋
吋
︵
※
イ
ン
チ
︶
配
⽔
管
の
通
⽔
に
依
り
上
⽔
道
の
⼀ 

部
は
こ
ゝ
に
初
め
て
市
内
に
達
す
る
を
得
︑
⼗
⽉
末
に
は
市
内
残
存
家
屋
全
部
に
給
⽔
の
運 

び
と
な
り
現
在
で
は
給
⽔
家
屋
三
五
〇
〇
〇
⼾
に
達
し
て
ゐ
る
︒ 

 

電
信
電
話 

 

震
災
直
後
に
は
京
濱
通
信
機
關
は
全
部
⽤
を
爲
さ
ず
海
外
電
信
は
い 

ふ
ま
で
も
な
く
内
國
電
信
も
九
⽉
六
⽇
よ
り
⾟
う
じ
て
埼
⽟
縣
川
⼝
驛
よ
り
通
信
す
る
を
得 

た
次
第
で
あ
つ
た
が
そ
の
後
の
復
舊
状
態
は 

 

震
前 

 
 

 

現
在 

内
國
電
信
着 

 
 

⼀
三
六
六 

 
 

⼀
〇
⼀
六 

同 
 

 

發 
 

 

⼀
九
〇
三 

 
 

⼀
⼋
⼀
九 

外
國
電
信
着 

 
 

 

五
三
四 

 
 

 

⼀
六
七 

同 
 

 

發 
 

 
 

五
六
五 

 
 

 

⼆
⼀
〇 

 

と
な
り
電
話
は
昨
年
⼗
⽉
中
旬
に
い
た
り
初
め
て
⼀
部
通
話
︑
現
在
で
は 

 

震
前 

 
 

 
 

 
 

現
在 

加
⼊
電
話
數 

 
 

⼀
〇
三
⼋
九 

 
 

 
 

三
六
四
〇 

通
話
所 

 
 

 
 

 
 

 

⼀
九 

 
 

 
 

 
 

⼀
七 

⾃
働
電
話 

 
 

 
 

 
 

三
六 

 
 

 
 

 
 

四
〇 

従
業
員 

 
 

 
 

 
 

六
⼋
七 

 
 

 
 

 

四
六
九 

 

電
燈 

 

市
内
の
點
燈
及
動
⼒
⽤
電
⼒
は
全
部
東
京
電
燈
株
式
會
社
の
供
給
を
う
け
送 

電
量
は
⼀
⽇
平
均
⼆
三
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ツ
ト
︑
う
ち
動
⼒
⽤
と
し
て
⼆
三
九
〇
七
⾺
⼒
︵
容 

量
︶
既
に
震
災
前
と
⼤
差
は
な
い
が
電
燈
に
於
て
は
震
災
前
の
燈
數
三
⼗
九
萬
七
千
七
百
七 

⼗
⼆
燈
に
對
し
現
在
燈
數
⼗
九
萬
九
千
百
五
⼗
五
燈
で
各
⼾
平
均
燈
數
は
震
前
の
五
に
對
し 

現
在
は
⼆
︑
四
燈
︑
現
在
家
屋
の
多
く
は
バ
ラ
ツ
ク
式
で
あ
る
か
ら
今
後
本
建
築
に
す
ゝ
む
に 

つ
れ
て
燈
數
は
増
す
︒ 

 



⑬ 
 ⽡

斯 
 

震
前
は
⽡
斯
製
造
⼯
場
は
⼀
箇
所
︑
そ
の
製
造
能
⼒
は
百
六
⼗
四
萬
⽴
⽅
呎 

で
あ
つ
た
が
震
災
當
時
そ
の
設
備
は
根
本
的
に
破
壊
さ
れ
た
の
で
容
易
に
復
舊
し
な
い
市
内 

の
ホ
ン
の
⼀
部
に
對
す
る
⽡
斯
の
供
給
を
な
し
得
る
の
は
本
年
末
の
こ
と
と
⾒
ら
れ
て
ゐ
る
︒ 

 

活
動
寫
眞 

 
震
災
前
は
⼗
五
館
︑
何
れ
も
⼆
階
⼜
は
三
階
建
︑
看
客
七
⼋
百
名
か
ら 

千
⼆
三
百
名
を
容
れ
て
ゐ
た
が
震
災
に
よ
り
⼤
部
分
は
被
害
︑
現
在
で
は
⼗
五
館
復
舊
︑
新
た 

に
⼀
館
を
増
し
て
⼗
六
館
と
な
つ
た
︒ 

 

劇
場 

 

横
濱
座
︑
喜
樂
座
︑
朝
⽇
座
︑
横
濱
劇
場
の
四
劇
場
で
あ
つ
た
が
横
濱
座
を
除 

く
他
の
劇
場
は
復
興
し
更
に
横
濱
帝
國
館
が
開
業
し
た
︒
寄
席
は
九
⽉
以
前
は
⼗
⼀
︑
災
後
復 

興
せ
る
も
の
六
︑
新
設
⼆ 

 

鎌
倉
⼩
⽥
原
は
何
う
な
つ
た 

東
京
か
ら
國
府
津
に
⾄
る
鐵
道
の
各
驛
は
品
川
︑
國
府
津
外
⼀
⼆
を
除
い
て
全
部
倒
潰
︑
全
焼 

⼤
破
し
た
が
今
は
凡
て
そ
の
附
近
に
⽊
造
バ
ラ
ツ
ク
建
の
假
⼩
屋
が
出
來
上
り
⾬
露
を
凌
い 

で
切
符
賣
場
に
當
て
ゝ
ゐ
る
︒
待
合
室
の
な
い
驛
も
あ
り
︑
驛
の
外
部
な
る
簀
⼦
︵
※
す
の
こ
︶
張
り
の
待
合 

室
で
は
太
陽
は
凌
げ
て
も
⾬
は
凌
げ
さ
う
に
も
な
い
︒
然
し
當
時
波
の
や
う
に
う
ね
り
曲
つ 

た
線
路
や
恐
ろ
し
い
⻲
裂
を
⽣
じ
た
フ
オ
ム
は
凡
て
修
理
さ
れ
⾺
⼊
⽤
の
⼤
鐵
橋
も
今
年 

の
⼋
⽉
⼗
四
⽇
に
美
事
︵
※
み
ご
と
︶
試
運
轉
通
過
に
成
功
し
⼗
五
⽇
よ
り
下
り
線
は
従
事
の
補
橋
︑
上
り 

線
は
こ
の
復
興
の
新
鐵
橋
に
よ
り
複
線
開
通
の
鬨
の
聲
を
擧
げ
た
︒
と
同
時
に
途
中
沿
線
の 

被
害
の
激
甚
を
極
め
た
各
町
村
も
汽
⾞
の
窓
か
ら
⾒
ゆ
る
限
り
は
全
部
ト
タ
ン
屋
根
の
復
興 

を
⾒
せ
︑
中
に
は
家
の
周
圍
に
緑
樹
を
植
ゑ
た
⽂
化
住
宅
ま
が
ひ
の
バ
ラ
ツ
ク
も
⾒
え
る
︒ 

 

鎌
倉 

 

鎌
倉
は
鎌
倉
町
⼩
阪
村
︑
⽟
繩
村
︑
村
岡
村
︑
深
澤
村
︑
川
⼝
村
︑
腰
越
津
村
を 

を
合
し
て
普
通
鎌
倉
と
い
は
れ
て
ゐ
る
が 

 

總
⼾
數 

 
 

 
 

⼈
⼝ 

震
災
前 

 
 

 
 

七
三
九
⼀ 

 
 

 

三
六
⼋
四
三 

現
在 

 
 

 
 

 

六
五
⼋
七 

 
 

 

三
三
九
三
四 

 

即
ち
震
災
前
に
⽐
し
⼾
數
に
於
て
⼋
百
四
⼾
⼈
⼝
に
於
て
⼆
千
九
百
九
⼈
を
減
じ
て
ゐ
る
︒ 

こ
の
う
ち
現
在
⼾
數
及
び
⼈
⼝
の
内
譯
を
⽰
す
と 

 

⼾
數 

 
 

 
 

⼈
⼝ 

残
存
⼾
數 

 
 

 

三
⼀
六
⼆ 

 
 

 

⼀
六
五
四
七 

半
壊
家
屋 

 
 

 
 

⼆
五
⼋ 

 
 

 
 

⼀
⼆
〇
七 

新
築
家
屋 

 
 

 

⼆
⼆
三
⼋ 

 
 

 

⼀
⼀
⼀
⼆
〇 

バ
ラ
ツ
ク 

 
 

 
 

七
⼋
四 

 
 

 
 

四
⼆
⼀
六 

掘
⽴
⼩
屋 

 
 

 
 

 

四
七 

 
 

 
 

 

三
七
〇 



⑭ 
 そ

の
他 

 
 

 
 

 
 

九
⼋ 

 
 

 
 

 

四
七
四 

 
海
岸
⽅
⾯
別
荘
地
帯
で
は
毎
夏
お
⾒
え
に
な
る
伏
⾒
宮
邦
芳
殿
下
の
御
別
邸
を
始
め
と
し
て 

故
松
⽅
公
︑
島
津
忠
承
侯
︑
前
⽥
利
爲
侯
︑
淺
野
惣
⼀
郎
︑
⻄
川
伯
︑
伊
地
知
男
︑
花
⼭
院
侯
︑
近 

衛
秀
麿
公
︑
中
村
是
公
の
別
荘
が
全
部
潰
れ
た
ま
ゝ
ま
だ
復
舊
し
な
い
と
い
ふ
有
様
︑
從
つ
て 

今
年
の
鎌
倉
は
頗
る
物
寂
し
く
⼭
階
宮
武
彦
親
王
殿
下
の
王
妃
佐
紀
⼦
妃
殿
下
御
遭
難
の
御
別 

邸
も
今
尚
そ
の
ま
ゝ
で
秋
草
に
す
だ
く
蟲
の
⾳
の
も
れ
き
こ
ゆ
る
の
も
お
い
た
は
し
き
限
り 

で
あ
る
︒
鎌
倉
の
⼤
佛
は
最
初
の
地
震
に
⼀
尺
五
⼨
ば
か
り
搖
り
出
し
⼆
回
⽬
の
地
震
に
五 

⼨
ば
か
り
搖
り
戻
し
た
が
今
の
と
こ
ろ
墓
⽯
に
應
急
修
理
を
加
へ
た
の
み
で
そ
の
ま
ゝ
に
残 

さ
れ
て
を
る
︑
近
く
修
理
に
か
ゝ
る
筈
︒
⼋
幡
宮
の
舞
殿
も
取
拂
は
れ
て
今
は
七
五
三
の
し
め 

繩
が
そ
の
跡
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
あ
る
︑
燈
樓
の
倒
れ
た
の
も
そ
の
ま
ゝ
︒
全
壊
し
た
中
學
校 

師
範
學
校
は
バ
ラ
ツ
ク
建
で
復
舊
し
郵
便
局
も
同
様
に
バ
ラ
ツ
ク
建
ち
︑
警
察
は
半
潰
の
も 

の
を
引
起
し
て
そ
の
中
で
事
務
を
と
つ
て
ゐ
る
が
毎
年
⾒
る
五
六
千
の
避
暑
客
も
今
年
は
⼆ 

千
四
五
百
に
減
じ
た
︒ 

 

⼩
⽥
原 

 

は
現
在
バ
ラ
ツ
ク
數
が
千
三
百
四
⼗
︑
⼈
員
五
千
百
九
⼗
七
⼈
︑
残
存
し
た 

も
の
は
纔
に
︵
※
わ
ず
か
に
︶
七
百
三
⼗
四
⼾
︑
四
千
百
⼆
⼗
⼋
⼈
で
新
築
家
屋
千
七
百
四
⼗
七
︑
⼈
⼝
九
千
四 

⼗
⼈
︑
こ
れ
を
⾜
柄
下
郡
全
體
の
上
か
ら
⾒
る
と
新
築
家
屋
四
千
四
百
⼗
⼆
⼾
︵
⼆
萬
三
千
⼆ 

⼗
⼀
⼈
︶
バ
ラ
ツ
ク
三
千
⼆
百
⼋
⼾
︵
⼀
萬
四
千
六
百
五
⼗
⼋
⼈
︶
掘
⽴
⼩
屋
千
五
百
三
⼗
⼀ 

⼾
︵
⼋
千
⼆
百
⼆
⼗
四
⼈
︶
そ
の
他
九
⼗
三
⼾
︵
六
千
三
百
七
⼗
四
⼈
︶
で
震
災
前
に
⽐
較
す
れ 

ば
⼾
數
⼆
百
五
⼗
四
⼾
︑
⼈
⼝
五
千
七
百
九
⼗
⼀
⼈
減
じ
て
ゐ
る
が
︑
⼩
⽥
原
町
と
し
て
の
復 

興
率
は
横
濱
な
ん
か
に
⽐
し
て
四
五
割
も
早
く
殆
ん
ど
本
建
築
で
復
舊
し
て
ゐ
る
︒
殊
に
同 

町
⽬
貫
き
の
⼤
通
り
な
る
幸
町
の
ご
と
き
は
震
災
前
よ
り
も
美
し
く
宮
⼩
路
の
劇
場
や
活
動 

寫
眞
館
も
以
前
に
倍
加
し
て
賑
は
し
い
︒
た
ゞ
道
路
だ
け
は
尚
ほ
荒
れ
て
ゐ
る
︒
御
⽤
邸
は
安 

政
の
地
震
に
崩
れ
な
か
つ
た
⽯
垣
も
今
度
は
滅
茶
々
々
に
崩
れ
て
ひ
ど
く
荒
れ
て
ゐ
る
が
昨 

年
の
ま
ゝ
の
状
態
に
お
か
れ
て
︑
御
⽤
邸
の
中
の
⼀
隅
に
バ
ラ
ツ
ク
を
建
て
ゝ
⼩
⽥
原
⾼
⼥ 

が
假
授
業
を
續
け
て
ゐ
る
︒
⼩
⽥
原
中
學
も
焼
失
を
免
れ
た
が
⼤
破
し
た
の
で
⽬
下
取
壊
つ 

て
バ
ラ
ツ
ク
で
開
校
︑
警
察
は
⼀
階
が
へ
ち
や
ば
つ
て
⼆
階
が
地
に
着
い
た
の
で
⽬
下
⼆
階 

を
そ
の
ま
ゝ
⼀
階
に
し
て
使
つ
て
ゐ
る
︒
郵
便
局
も
町
役
場
も
假
建
築
の
バ
ラ
ツ
ク
で
區
裁 

判
所
だ
け
が
新
し
く
本
建
築
が
殆
ん
ど
出
來
上
つ
て
ゐ
る
が
こ
の
地
は
豫
想
外
に
復
興
が
速 

か
だ
つ
た
︒ 


